
 

（第２号様式）   
令和６年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立港北高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①学習指導要領の主旨を踏

まえ、生徒の特性等に応

じた教育課程を編成し、

適切に実施する。 

 

②社会の変化やニーズに対

応し、生き抜くための資

質・能力を養うため、

「主体的・対話的で深い

学び」を実現する授業づ

くりを推進する。 

③「総合的な探究の時間」

における探究活動の充実

により、「自ら主体的に

学び続ける力」の育成を

図る。 

 

①新学習指導要領に基づく

教育課程の定着を図る。 

 

 

 

②授業力向上研修のテーマ

に基づき、「主体的・対

話的で深い学び」を実現

する授業づくりを積極的

に推進する。 

 

③１学年の基礎的な探究活

動プログラムを改善する

とともに、２学年の探究

活動のプログラムを確立

する。 

①生徒が自らの進路実現を

見通したよりよい科目選

択を行えるようにするた

め、説明会や資料の充実

を図る。 

②授業力向上研修会４回、

研究授業１回、授業互見

週間２回を通して、組織

的な授業改善を推進す

る。 

 

③１学年においては３分野

のミニ探究を実施し、２

学年は１年間を通した探

究活動を行う。 

①職員・生徒双方が教育課

程の特長を理解し、適切

な科目選択につなげてい

るか。 

 

②各教科の自己評価、生徒

による授業評価、取組に

おける教員の意識行動調

査に改善が見られたか。 

 

 

③生徒が主体的に活動し、

成果物を完成させること

ができたか。 

     

２ 生徒指導・支援 

①生徒一人ひとりが安心し

て学校生活を過ごせるよ

う、安全な教育環境を確

保し、支援体制の充実を

図る。 

 

 

②生徒会活動や学校行事を

充実させ、生徒が主体的

に活動できるよう支援

し、社会性の育成に努め

る。 

 

 

③部活動を通して、日頃の

学習習慣の確立を合わせ

たタイムマネジメント能

力の育成を図り、自主的

な活動ができるよう支援

する。 

 

①生徒に基本的生活習慣を

確立させ、自律心や規範

意識の向上を促しつつ、

生徒の個別の状況に応じ

て支援する。 

 

 

②生徒が生徒会行事・学校

行事を通して自己肯定感

を高められるように、生

徒会本部・各種委員会と

連携を密にする。 

 

 

③部活動活性化を図り、生

徒が主体的に活動できる

よう顧問総会・部長会と

の連携を密にし、部活動

の環境整備を行う。 

①日頃から生徒の生活習

慣・行動を観察して課題

を把握し、適時に職員間

の連携で必要な支援を行

う。併せてあらゆる場面

で自律心や規範意識の向

上を図る。 

②行事の内容について、こ

れまでのアンケート内容を

分析し、精選し質の向上に

努める。また、生徒総会や

生徒会選挙はオンラインを

活用し、より効率よく運営

できるようにする。 

③生徒の安全面、健康面、

学習面に配慮し、部活動の

あり方や休養日の考え方に

ついて職員・生徒で共有す

る。 

 

①生徒が必要な支援を受け

ることにより、課題解決

に至るケースが前年度に

比べて増加したか。ま

た、特別指導や問題行動

が減少したか。 

 

②学校行事・生徒会行事を

通して生徒の自己肯定感

は高められたか。 

 

 

 

 

③部活動を通して生徒が主

体的に活動できるように

支援できたか。 

     

３ 進路指導・支援 

＜進路支援＞ 

①３年間を見通した体系的

なキャリア教育を実践す

る。希望する進路実現に

向けた能力を育成する。 

 

②多様な進路希望に対応す

る進路支援体制を充実さ

せる。 

＜進路支援＞ 

➀３年間のキャリア教育を

構築し、生徒が主体的段

階的にキャリアプランを

構想し実現する力を育成

する。 

②多様な進路希望に適した

進路支援体制を充実させ

る。 

＜進路支援＞ 

①３年間の進路説明会や行

事の計画の見直しを行

う。模試の効果的活用を

進める。 

 

②進路情報の提供や教員対

象の研修会を実施する。 

＜進路支援＞ 

①学年間の共有と連動が取

れたか。模試前後の学習

が充実したか。 

 

 

②多様な進路相談に対し、

適切な指導ができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①地域との連携・協働を進

め、「地域から信頼され

る学校づくり」を推進す

る。 

②保護者・地域への情報提

供に努め、家庭・地域の

支援体制を充実させる。

教育活動や成果を情報発

信し、広報活動を進め

る。 

 

①学校行事や地域行事等に

おいて、地域と連携した

教育活動を実施する。 

 

②本校の教育活動につい

て、学校HPや学校説明

会等において積極的に情

報を発信する。 

①近隣小中学校や地域との

行事等に積極的に参加す

る。 

 

②学校HPにおいては、新

規情報を、時機を逃さず

配信する。学校説明会等

においては、本校の特色

を積極的に伝える。 

①地域との連携・協働を推

進することができたか。 

 

 

②新規情報を、学校HPに

時機を逃さず配信するこ

とができたか。学校説明

会等で、本校の特色を十

分に伝えることができた

か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒たちが過ごす教室環

境の整備に努め、安心・

安全な学校生活を推進す

る。 

②ＩＣＴ環境の点検整備を

推進し、授業等に支障の

ないよう努める。 

③学校運営協議会により課

題を明らかにし、地域や

外部機関等との協働など

により、課題解決を進め

る。 

④職員のワークライフバラ

ンスを充実させるため、

働き方改革を推進する。 

 

 

 

 

 

⑤生徒が安心して通い学ぶ

ことができるように、コ

ンプライアンスの徹底と

不祥事防止に取り組む。 

①毎日実施する清掃活動の

用具を点検整備し、効率

的な清掃活動が実施でき

るよう支援する。 

②ＩＣＴ環境の問題点を洗

い出し、整備できるよう

に計画を立てる。 

③学校運営協議会により、

課題を明らかにし、課題

解決に努める。 

 

 

④ワークライフバランスの

実現を通じて、職員自ら

の人間性や創造性を高め

るとともに、生徒と向き

合う時間を確保し、効果

的な教育活動を行う。 

 

 

⑤-1 不祥事防止会議が中

心となり、不祥事防止研

修会の充実を図る。 

 

 

⑤-2 同僚性を醸成し、初

任者等が課題やストレス

を抱え込まないようにす

る。 

①汚損した机椅子や清掃用

具を速やかに交換してい

く。 

 

②機器の故障時の連絡体制

を構築する。 

 

③学校運営協議会を年３回

開催し、本校の教育活動

等について委員から評価

をいただくとともに、課

題の解決策を講じる。 

④-1グループ業務の見直

しと業務分担の適正化を

図る。 

④-2時間外在校時間の縮

減を図る。 

④-3年次休暇の取得を促

進する。 

 

⑤-1啓発・点検資料を基

にした研修の実施に加

え、グループ毎にアクシ

ョンプランを策定し、全

体で情報共有する。 

⑤-2初任者等の相談者を

指定するとともに、必要

に応じて産業医等との面

談を行う。 

 

①危険な状態で使用してい

る机等がないか。清掃用

具は十分に揃っている

か。 

②ＩＣＴ機器の状態を把握

できているか。 

 

③課題を明らかにすること

ができたか。また、解決

策を策定し、解決するこ

とができたか。 

 

④-1業務の見直しと、業

務分担の適正化を図った

か。 

④-2前年度比で時間外在

校時間が縮減できたか。 

④-3年次休暇一人あたり

平均取得日数が15日以

上になったか。 

⑤-1各グループのアクシ

ョンプランにより、職員

の不祥事防止の意識啓発

につながったか。 

 

⑤-2職員を組織的にサポ

ートすることができた

か。 

     

 


